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●令和５年度愛知県難病団体連合会

　　

大会を開催しますぐ９月31ヨ・印

　　　　

～/(77'蒼庫つたー遭r･i)'mMmと災－Ｗ第～

●薬局薬剤師による居宅療養における

　　

在宅生活の向上支援について'

株式会社スギ薬局在宅調剤センター半田店

　　　　　　　　

薬剤師奥田佳苗

　

様からのご寄稿

●難病カフエぐ,０月14 Ｂ　13：００～)に参加ください

令和５年度愛知県難病団体連合会大会を開催します………………
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薬局薬剤師による居宅療養における在宅生活の向上支援について

　　

株式会社スギ薬局在宅調剤センター半田店

　　　　　　

薬剤師奥田佳苗

　

様からのご寄稿…………………

令和５年度愛難連通常総会議事録……………………………………

愛知県・名古屋市の障害者施策計画改定に向けての

　　　　　　

協議会に愛難連として参加しています………………

10月14日（土）難病カフェに参加ください

愛知人権連合との共同による令和５年度愛知県への要望…………

愛知県医師会一難病相談室のご案内広告……………………………

広告

　　

GAROHOME鶴舞

　　　

アステラス製薬

　　　　

パリアティブケアホーム

　　

スギ薬局……………………
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ブース出展「訪問薬剤師によるお薬相談会」（出展：スギ薬局）

愛知県難病
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〒453-0041 ”名古屋市中村区本陣通5-6-1

地域資源長屋なかむら１０１

　　　　　　

。

本大会は赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています

を

り～11 5

支援者、一般の

東別院会館ホフル

賓知県医師会副会長

野田内科小児科医院院長

在宅での神経難病の利用者様に対する

　　

訪問看護ステーションの関わり
～進行に沿った多職種連携と福祉用具の提案について～

柊訪問看護ステーション・リハビリテーション部

　

部長

ナーシングデイ柊

　

センター長
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ＮＰＯ法人

　

愛知県難病団体連合会

　　　

第50回定期大会

　

次第

13 : 30～14 : 00

14 : 00～14 : 10

14: 10～15 : 30

理事長挨拶

来賓挨拶 愛知県県医師会

　

柵木充明会長

　

様

　　　

(代読

　　

野田

　

正治

　

副会長)

来賓紹介（愛知県・名古屋市・議員の皆さん

　

など）

休憩

大会記念講演１

　　

ＩＣＴを使った医療・介護連携と災害対策

　　　　　　　　

講師

　　

野田

　

正治

　

先生

　　　　　　　　　　　　　

愛知県医師会副会長

　　　　　　　　　　　　　

野田内科小児科医院院長

大会記念講演２

　　

在宅での神経難病の利用者様に対する訪問看護ステーションの関わり

　　　　

～進行に沿った多職種連携と福祉用具の提案について～

　　　　　　　　

講師

　　

神田

　

雄生

　

先生

　　　　　　　　　　　　　

柊訪問看護ステーション・リハビリテーション

　　　　　　　　　　　　　

部

　

部長

　　　　　　　　　　　　　

ナーシングデイ柊

　

センター長

15 : 50　閉会挨拶

ご後援（依頼先）

　　

愛知県、名古屋市、愛知県医師会、愛知県共同募金会、中日新聞社、

　　

中日新聞社会事業団、東海テレビ福祉文化事業団、中部善意銀行、

　　

愛知難病救済基金、愛知県医療ソーシャルワーカー協会、

　　

愛知県理学療法士会、愛知県作業療法士会、愛知県言語聴覚士会

本大会は赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています。
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｢薬局薬剤師による居宅療養における在宅生活の

向上支援について」

株式会社スギ薬局在宅調剤センター半田店

　　　　　　　　　　　

薬剤師奥田佳苗

はじめに

　

病院の門前薬局から地域にある薬局への転換が求められる中、在宅療養に関わる薬局は

年々増加しており、薬剤師が患者さん宅を訪問して薬の説明や管理をするヶ一スも増えてき

ています。

　

在宅療養において薬局は、医薬品の供給、医療材料・衛生材料の提供、医療機関、地域の

医療・介護事業者との連携など、様々な機能が求められていますが、薬局の設備や人材に差

がでてきているのも事実です。薬局によっては在宅療養に貢献できない現状もあります。以

前に比べて薬局の薬剤師による在宅訪問は広がってきているものの、まだまだ介入タイミン

グが遅かったり、退院時カンファレンスへの声掛けがなかったり、患者さんがご自宅に戻っ

てきてから依頼をいただくヶ－スが多いのが実際です。しかし、予後を見越した早期からの

在宅訪問薬剤師の介入は非常に重要であると日々感じています。

　

今回は、在宅療養において難病患者さんに対する薬局薬剤師による支援の実際を私たちが

担当した一症例について報告させて頂きます。

症例：筋萎縮性側索硬化症(amyotrophic lateral sclerosis : ALS）患者さんの在宅支援

　

ALSは、身体を動かすための神経系（運動ニューロン）が変性する進行性の病気であり。

日本における患者数は約１万人とされています。在宅で終末期を過ごすことになった場合の

薬局に求められる役割は大きく、薬を届け、指導するのはもちろん、以下のような点に関し

ても在宅訪問薬剤師としての介入のポイントがあります。

①呼吸苦緩和のための携帯型ディスポーサブルポンプヘの医療用麻薬の無菌的充填と、訪

　　

問看護との協働指導

　　　

症状の進行とともに呼吸苦症状がみられるようになると、呼吸苦改善のために麻薬導

　　

入に至ります。麻薬導入時には薬剤師がクリーンベンチを用いて無菌調剤を行い、感染

　　

リスクを抑えた調剤を実施してから、ご自宅にお届けします。

　　

(携帯型ディスポーザブルポンプ＝麻薬などを定速で静注するバルーン入りのシリン

　　

ジ)
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ディスポーザブルポンプの調剤 ディスポーザブルポンプの使用例

初めて携帯型ディスポーサブルポンプを扱う訪問看護師であっても安心して処置できる

よう、訪問看護師と同席し、協働で穿刺部の確認や器具の確認・薬液の残数の見方の指

導を実施することが多いです。もちろん介護するご家族にも、ポンプの扱いやレスキュ

ー使用方法などの指導を実施し、苦痛症状発現時に備える指導を実施します。

症状の悪化前から薬剤師が介冬する意味はここにあります。麻薬導入に至るタイミング

ではご家族も病態が徐々に悪化していく様子に不安を感じています。その不安の最中

で、初めて扱う物品に混乱を招かないよう配慮した指導の実施が求められます。この

時、ご本人・ご家族と薬剤師が関係性を築けていることで、指導時の受け入れ方・対応

や理解が変わってきます。冒頭で述べたように、在宅で終末期を迎える可能性がある場

合にはできるだけ早期からの薬局薬剤師の介入が重要であると感じています。

②効果のアセスメント（評価）と提案の発信

　　

ALSの患者さんや終末期の患者さんにかかわらず、在宅訪問薬剤師は薬学的アセスメン

　　

トを実施し、次の処方に反映できるようサポートしていく役割を担っています。在宅訪

　　

問時に行った指導内容は医師、訪問看護師、ケアマネジャーに共有し、薬剤師の視点を

　　

活かした提案を行っています。

　　

・服用回数が多く、自分で薬の準備をするのが大変

　　　

⇒ヘルパーが入る昼食後と、ご家族が帰ってくる寝る前に服用時点をまとめる

　　

・嘸下機能が落ち始めており、誤嘸が心配

　　　

４降圧剤を誤嘸性肺炎予防に効果が期待されるＡＣＥ阻害剤に変更する

　　

・唾液分泌過多で苦痛症状がある

　　　

⇒薬の副作用を利用し唾液分泌が抑制できるよう、抗コリン薬の導入の提案する
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最近になって、ALS治療薬は点滴だけでなく内服薬が発売され、在宅生活を送りなが

ら治療しやすくなったり、新薬の開発も進められていたりと、様々な動きを見せていま

す。薬の専門家である薬局薬剤師が在宅介入する事で、最新の薬の情報を取り入れなが

ら個々人に合わせた医療の提供をかなえることができると感じています。

まとめ

　

今回の症例ではALSの患者さんについて触れましたが、他の難病の患者さんでも同様に薬

剤師の早期介入により課題解決やＱＯＬ改善に導ける事例も多く経験しました。医療依存度

の高い方も多く、本人だけでなく家族支援も視野に入れた薬剤提供・指導の必要があり、さ

らには生活を考慮した視点を持って実施する薬学的アセスメントにより患者さんのＱＯＬ向

上に寄与する事が、在宅訪問薬剤師としての責務だと考えています。

　

そこには、多職種の視点や意見も欠かせません。薬剤師としての視点だけに囚われないよ

う多職種からのアドバイスもいただきながら協働で在宅生活を支援していく事で、難病の患

者さんそれぞれにとって最善の安心安全な在宅医療を提供できると感じています。

　

皆さんの周りには在宅訪問薬剤師の介入が必要な患者さんはいますでしょうか。もし、介

入が必要な方がいらっしゃれば、早期に介入する事の重要性を認識いただき、ぜひ近隣の薬

局薬剤師に声掛けをして一緒にサポートできる体制づくりを進めていただきたいと考えま

す。在宅訪問薬剤師の機能をご理解いただき、そこから一人でも多くの患者さんのＱＯＬ向

上に貢献できれば幸いです。
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【スギ薬局の在宅訪問薬剤師所属店舗一覧】

無菌

調剤
店舗名

郵便

番号
住所 ＴＥＬ番号

○
在宅調剤センター

下地店

440-

0083
愛知県豊橋市下地町操穴39番地３ 0532-21-9235

○
在宅調剤センター

安城店

446-

0021
愛知県安城市法連町７番地10 0566-45-7525

-
在宅調剤センター

西三河店

446-

0026
愛知県安城市安城町東広畔９番地１ 0566-70-9272

-
在宅調剤センター

中川店

454-

0972

愛知県名古屋市中川区新家三丁目

1410番地　第一村上ビル　１階
052-526-7365

○
在宅調剤センター

名古屋緑店

458-

0910

愛知県名古屋市緑区桶狭間森前

2903番地
052-618-6512

○
在宅調剤センター

名古屋金山店

460-

0024

愛知県名古屋市中区正木四丁目５番

９号　ナーシングホームOASIS金山

１階

052-265-9712

-
在宅調剤センター

車道店

461-

0004

愛知県名古屋市東区葵二丁目14番

11号
052-325-3871

○
在宅調剤センター

名古屋北店

462-

0033

愛知県名古屋市北区金田町三丁目

14番地１
052-325-7856

○ 今池南店
464-

0851

愛知県名古屋市千種区今池南１番13

号
052-715-6036

-
在宅調剤センター

原店

468-

0015

愛知県名古屋市天白区原五丁目

3006番地　パルナス原１階
052-842-9350

-

在宅調剤センター

宮町店

471-

0043
愛知県豊田市宮町五丁目53番地 0565-47-0705

○
在宅調剤センター

半田店

475-

0911

愛知県半田市星崎町三丁目37番地

の１　星崎ビル　１階
0569-84-2381

-
在宅調剤センター

一宮店

491-

0869

愛知県一宮市向山町二丁目８番地２

東海向山ハイツ１階
0586-64-6241
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令和５年度愛難連通常総会

日

　

時

　

令和５年６月10日（土）10:00～12

会

　

場

　

地域資源長屋なかむら会議室

議事録

00

参加者

　

対面参加８人、オンライン参加７人でした。

委任状

　

15通

　　

で成立・開催しました。

議長

議事録署名人

下前理事長

角田洋子さん、水野敏子さん

　

を選出しました。

提案した議案書、令和４年度事業実施報告書、令和５年度事業計画書、令和４年度歳出歳入

決算書、令和５年度歳入歳出予算書は承認されました。

当日は各患者会の活動報告(厚労省交渉･Z00M活用してのオンラインイベント開催など)や、

以下の意見などをいただきました。

・機関紙を紙媒体だけでなく、データ送信するなど工夫してはどうか。

・難病カフェの地方開催は、地方の患者・家族の参加拡大にもつながるので進めてほしい。

・難病患者・家族がサポートいただいている専門職・団体などとの連携は強めてほしい。

・名古屋市のタクシーチケット１乗車複数枚利用できるように進めてほしい。

・福祉施設等の広告掲載などにも努力してほしい。

パソコン１台だけのハイブリッド開催で不十分さは残りましたが、皆さんのご協力により総

会を成功させることができました。

令和５年度愛知県難病団体連合会通常総会議案

令和４年度取り組みの概要

　　

●難病法見直しが行われました。

　　

●J PA2023 国会請願署名にとりくみました（約18000筆）

　　

●特定医療費受給者証で、愛知県施設の利用料金等の減免が受けられるようになりまし

　　　

た

　　

●11月４日に愛知県・名古屋市への要望書を提出し、名古屋市から12月13日付けで令

　　　

和４年度愛難連要望への回答いただきました。

　　

●令和５年２月に「愛知県循環器病対策推進協議会」に関する要望書を提出しました。

　　

●名古屋市に障害者タクシー券複数枚利用の上限設定について意見提出しました。

　　

●9月19日予定していた第49回大会「難病患者の防災対策」は台風の影響により中止

　　　

しました。講師の先生のお願いして動画作成し、あいなんれんチャンネルにアップし

　　　

ました。

　　

●愛知心臓病の会との共催で障害者手帳取得に向けての学習会を開催しました。

　　

●第１回ピアサポーター養成講座同窓会を７月17日に開催しました。（13人参加）

　　

●ピアサポーター養成講座にとりくみました。（実参加者は延べ57名）

　　

●難病カフェを再開しました。

８



　　

●RDD2023にとりくみました。（50人を超える来場者）

　　

●専門職・団体への訪問・懇談活動を続けました

　　　　　

愛知県医療ソーシャルワーカー協会、愛知県理学療法士会、愛知県作業療法士

　　　　　

会、愛知県言語聴覚士会、一宮西病院・山口啓二先生、江南厚生病院神経内科・

　　　　　

岩瀬敏先生、結ファミリークリニック鈴木欣宏先生、医療法人敬寿会・安井内

　　　　　

科・安井直先生、愛知県歯科医師会地域保健部（高齢者・障碍者）部長・冨田健

　　　　　

嗣先生、かすもり・オシムラ歯科押村憲昭先生とも懇談させていただきました。

　　　　　

懇談内容は難病患者のサポート・連携などでした。

　　

●中村区・大府市での「地域連携」の具体化にむけて努力しました。

　　

●犬山成田山「索の会」様から激励金いただきました。（6団体で950,000円）

　　

●愛知難病救済基金から補助金いただきました。

　　

●賛助会員拡大にむけてとりくみました。

　　

●夏のそうめん販売・冬のうどん販売にとりくみました。

　　

●ANG発送の第３種郵便物利用を中止し、DM発送代行企業を利用するようにしました。

議事

　

１

　

事業報告（別紙参照）及び決算（添付資料参照）

　

２

　

事業計画（別紙参照）及び予算（添付資料参照）

　

３

　

運営に関する重要事項

　　　

①大会を開催します。（別紙参照）

　　　　　

と

　

き

　

未定

　　　　　

ところ

　

東別院会館ホール（予定）

　　　　　

テーマ

　

難病患者の在宅療養（仮称）

　　　

②ピアサポーター養成講座、難病カフェを実施し、難病カフェの各地開催を検討しま

　　　　　

す。

　　　

③専門職の皆さんとの連携、交流の活発化に努力します。

　　　

④RDD2024 in あいちに取り組みます。

　　　

⑤JPA国会請願署名、愛知県・名古屋市への要望提出に取り組みます。

　　　

⑥令和５年度名古屋市希少疾患講演会事業受託をめざします。

　　　

⑦賛助会員の拡大をめざします。

　　　

⑧愛難連の事業継承に備えるためにも「自主財源」（事務局経費財源）確保に取り組

　　　　　

みます。

　　　　　　　

機関紙に掲載する「広告」募集、夏のそうめん、冬のうどん販売など

今期の主な日程

　

（予定）

　　　

0408 (土）　10 : 00～

　　　

0610（土）

　

10 : 00～

　　　

0805（土）

　

10 : 00～

　　　

9月

　　

1014

　　

1209

2024年

(土)

(土)

0210（土）

２月

３月

φ
・

０Ｉ

・
一

０１

00～

00～

愛難連第1［gl］理事会（Z00M）

愛難連通常総会（第２回理事会は中止）

愛難連第３回理事会（Z00M）

愛難連大会（予定）

愛難連第４回理事会（Z00M）

愛難連第５回理事会（Z00M）

10 : 00～　愛難連第６回理事会（Z00M）

　　　　　

ピアサポーター養成講座

　　　　　

RDD2024 in あいち

９



愛知県・名古屋市の障害者施策計画改定に向けて

の協議会に愛難連として参加しています

　

愛知県や名古屋市は、障害者権利条約(2014)、障害者差別解消法(2016)などに基づき、

「障害のある人もない人もお互いに人格と個性を尊重し合いながら共に生きる地域社会」を

目標に掲げ障害者施策（計画）をすすめてきました。

　

その後も、「障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法」、「医療的

ケア児支援法」「読書バリアフリー法」などが新たに制定されました。また、「社会福祉法」

が改正されたほか、「障害者総合支援法」「精神保健福祉法」、「障害者差別解消法」、

　

「バリアフリー法」、「児童福祉法」、「災害対策基本法」などの改正も行われました。

　

さらに、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現を目指す世

界共通の目標であるSDGsの推進や、アジア競技大会・アジアパラ競技大会(2026)の開

催に向けた施設改修などが進められています。

　

こうした中で、障害者施策（計画）に、障害当事者の意見・要望を反映させるための各種

協議会などが開催されています。愛難連からも委員として参加しています。

愛難連として以下のような発言しています

・難病法改正に伴う「登録者証」など法改正に対応してほしい

　　　

例：法改正に明記されている難病「登録者証」への対応も「計画」に明示してほしい

・難病患者の病状が「進行する」「波がある」という特性を理解していただき、身体・精

　

神・知的の障害の方と同じようにサポートを受けられるようにしてほしい

　　　

例：愛知県の公共施設利用料、スポーツ施設の電源確保など

・難病患者のコミュニケーション支援を強化してほしい

　　　

例：専門性の高い意思疎通支援を行うものの養成・派遣事業に呼吸器装着者(ALS等

　　　　

難病患者、医療的ケア児）のコミュニケーション支援については事業そのものがな

　　　　

いので新設してほしい

・難病患者の就労促進につながるようにしてほしい

　　　

例：あいち障害者雇用サポートデスクでの事業に難病についてのイベント・セミナー

　　　　

などの開催を加えて、難病についての理解・啓発を進め、就労につながる「合理的

　　　　

配慮」が、特別なことでなく、普通に行われるようにしてください。

・医療用電気機器に使用するバッテリーなどの購入補助を拡大してほしい

　　　

例：健康・疾病という枠組みだけでなく、防災（災害多発による広範囲・長時間も停

　　　　

電に対応するため…）という面も含めた対応してほしい

・在宅療養をサポートするヘルパー不足を改善してほしい

　　　

例：制度はあってもそれを担えるヘルパー不足は深刻であり、厳しくなっていきます

・タクシーチケットの1乗車複数枚数使用に改善してほしい

　　　　　　　　　　　　

など

10



愛知県難病団体連合会

　

主

１０月１４日(土)1 3 :ＯＯ～15 :00

難病カフェに参加ください

難病患者･家族､サポートいただいている方、

ピアサポートで悩みを抱えている方、

お気軽に参加ください。（参加費無料です）

開催日

　

偶数月第２土曜日（原則）

　

13 : 00～15 : 00
く

　

12月９日（第２土）、２月10日（第２土）

オンライン（Z00M）参加が基本です

　

→

　

申込必要です（申込はメールでお願いします）

amanrei true. ocn. ne. まで

　　　　　　　

申込いただいた方に､後日ＺＯＯＭＵＲＬをお送りします

　　　　　　　　　

１

　

氏名、２メールアドレス、３電話番号、

　　　　　　　　　

４交流したい「お題」

　　

をお知らせください。

会場での参加もできます（来ていただける方は）

　　

→会場でのPC共同視聴となります

　　　　　　

会場は

　

愛難連事務所前オープンスペース

　　　　　　　　　　

名古屋市中村区本陣通5-6-1

　

地域資源長屋なかむら101

交流したい「お題」があれば事前にご連絡ください

　　　　　　　　

第７回難病カフェ（8月５日）の報告

　

13人の方に参加いただきました。いただいた「お題」は「難病患者の就労」「治療

と仕事の両立」「地域のコンパクトカフェ」「生きがい」など多岐にわたりましたが

　

「就労」を中心に交流しました。「安心・安全にお話ができる場の提供ができたらよ

い」などと交流ができました。

　　　　

難病カフェの各地開催も検討していきます

当面、一宮での開催をめざして努力していくこととしました。

多くの方のご協力をお願いしていきたいと思います。

11



愛知人権連合との共同による令和５年度愛難連の愛知県への要望

１

　

難病患者の孤独・孤立対策の実施状況をお知らせください

　　　　

昨年度「難病患者の特性を踏まえた、難病患者を対象者として明示した、愛知県の

　　　

孤独・孤立対策に関する事業実施をお願いしますjとの要望しましたが、令和５年度

　　　

の「保健医療局

　

孤独孤立に関する事業」に「難病患者地域ケア推進事業」があげら

　　　

れていました。ありがとうございました。

　　　　　

事業の概要（目的、事業内容等）

　　　　　　

保健所保健師が家庭訪問や面談を行うとともに、医療相談や患者家族教室の開

　　　　　　

催をとおして、保健所を核とした地域支援ネットワークの確立を図り、難病患

　　　　　　

者の在宅ケアを推進する。

　　　　

難病患者においても、核家族化から老々介護へ、さらに孤独・孤立という傾向が強

　　　

まっていると思われます。

　　　　

この事業が行われる中で、どのような実態・要望が寄せられ、どのような改善につ

　　　

なげられたのかをお知らせください。

２

　

難病患者であることに起因する就労への差別をなくしてください

　　　　

企業の採用担当が「難病の事はよくわからない」として、無理解により難病患者が

　　　

採用を見送られる事例があります。あいち障害者雇用サポートデスクでの事業に難病

　　　

についてのイベント・セミナーなどの開催を加えて、難病についての理解・啓発を進

　　　

め、就労につながる「合理的配慮」が、特別なことでなく、普通に行われるようにし

　　　

てください。

☆愛知県医師会・難病相談室のご案内☆

　

病気が長期にわたり、原因が不明、治療法が未確立というような疾患にお悩みの患者・

家族の皆様に、広くご利用いただくよう難病相談室を常設いたしております。治療や療養

生活をはじめ、病気になったことで生ずる社会生活上の問題、例えば経済的な心配や職場

復帰、学校生活、家庭生活、人間関係等のご相談にも応じています。お困りの方は。どう

ぞお気軽にご照会くださるよう申し上げます。

　

難病相談室は、愛知県における「難病相談・支援センター」としての役割を担い、相談

事業を始めとし、各種事業を行っています。なお、詳細は下記へお問い合わせください。

　　

（相談は無料、秘密は厳守されます）

◆相談医師（専門別）による医療相談

　　　　

指定日の午後２時～５時（予約制）

　

対象疾患：①神経

　

②感覚器（耳鼻・眼）③膠原病

　

④腎臓

　

⑤循環器

　

⑥消化器

　　　　　　

⑦呼吸器

　

⑧内分泌・代謝

　

⑨血液

　

⑩小児

　

仙骨・間接

　

⑥心身

　　　　　　

⑨血管外科

　

⑧脳内外科

　

◆医療ソーシャルワーカーによる療養相談・生活相談

　　　　　　

月曜日～金曜日

　

午前９時～午後４時まで

　

◆難病相談室の所在地＝愛知県医師会館・２階

　　

名古屋市中区栄４丁目14番28号

　　

TEL (052) 241-4144
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｢がん･難病｣緩和ケア専門施設

　

ＧＡＲＯＨＯＭＥ鶴舞

　

｢私らしく､あなたらしく｣生きていくご支援をいたします。

　　

【GARO HOMEでわかる６つのこと】

１．翻舞駅近くでご家族もお越しやすい環境

2，

3，

４，

5，

6，

１

，

２

，

３

，

施設名：住宅型有料老人ホームGARO HOME鶴舞

施設住所：愛知県名古屋市昭和区鶴舞２丁目12-24

【お問い合わせ先】GARO株式会社（がロカブシキカイシヤ）

〒467-0813

　

本社：名古屋市瑞穂区西ﾉ割町２丁目32番地の１

13

4，

5，

6，

全室60室個室（18㎡）トイレ､洗面所付

訪問看護師24時間複数名常駐

緩和ケアとﾘﾊﾋﾞﾘからその入らしい生活を

低料金で､料金をﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

助成制度のご案内･制度取得の積極的支援

　　　　

【大切にしたいこと】

テクテク（動く､歩く等の動きを大切にします）

パクパク（しゃぺったり､食べたりを大切にします）

ワクワク（楽しい気持ちを大切にします）

ニコニコ（痛みや苦しみなく､心から笑顔を）

ドキドキ（ときめく気持ちを大切にします）

イキイキ（イキイキできるようご支援します）

4トＧ人RO a^&H



https://opsol.co.jp/

七亙三二IZ同

｜

EI

心

剔

斜

要看護期が幸せな場所

パリアティブケアホーム
ブランドサイトはコチラ

Ｊ

https://palliative-care-home.com/

〒577-0006

大阪府東大阪市楠根３丁目２番41号

TEL : 06-7711-8165

種別：サービス付き高齢者向け住宅

ﾛ社］
く

○

i)リアディブヶアホーム。
*全施設､土地･建物はオーナー様よりの賃貸物件です。

〒486-0932

愛知県春日井市松河戸町3丁目8番地7

TEL : 0568-37-3355

種別：サービス付き高齢者向け住宅

〒567-0085

大阪府茨木市彩都あさぎ5丁目10番10号

TEL : 072-640-5960

種別：サービス付き高齢者向け住宅

）ｏＰｓｏし朱式会社

'卜･l

〒485-0041
愛知県小牧市小牧5丁目315番地

TEL : 0568-54-3891
種別：住宅型有料老人ホーム

〒596-0001

大阪府岸和田市磯上町1丁目３番29号

TEL : 072-438-1565

種別：サービス付き高齢者向け住宅

〒519-0503三重県伊勢市小俣町元町623番1

TEL:0596-21-0007
pSol

-
＞

家族の｀
介護負担

闘病の

　

苦痛

要看護期を過ごすご本人の苦痛を緩和したい。

mmm＼
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慧懸惣゛3,688人

地域連携薬局……………………31店舗

専門医療機関連携薬局……………３店舗

医療モール･医療機関併設116医療機関

詳しくはＨＰをご覧ください。

https:がｗｗｗ.sugi-hd.ｃｏ･Jp/
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年４回２･５･８･１１月の20日発行

令和５年８月20日発行

　　

定価150円

　　　　　　　　　　　　　　

～あなたの声を聞かせてください～

愛難連では､難病患者さんやそのご家族の方々が､住み慣れた場所で安定した療養生活を送ってい

けるように､保健･医療･福祉等の関係機関と連携を図りながら活動しています。

私達は､患者同士の｢支え合い｣｢助け合い｣を重視しており、そのきっかけをお手伝いすると共に､そ

の輪を社会へと広げ､より良い社会生活を送れるように努めています。一人で悩まず､お気軽にお電

話下さい｡あなたの声が､同じ病気で苦しむ仲間の力になるかも知れません。

≪加盟団体一覧≫

全国筋無力症友の会

　

愛知支部

　

(TEレFAX) 0569-22-5122小林宅

一般社団法人

　

愛知県腎臓病協議会

　

(TEL)052-228-8900事務所

愛知県筋ジストロフィー協会

　

(TE0 080-2613-9022大島宅

日本二分脊椎症協会

　

東海支部

　

(Mail) h叩pトsbG｣㈲emoad.jp

全国パーキンソン病友の会

　

愛知県支部

　

(TEL) 052-622-9585深谷宅

愛

　　　

知

　　　

県

　　　

肝

　　　

友

　　　

会

　

(TE0 0568-82で492ﾌﾟﾄ上宅

愛

　　

知

　　

心

　　

臓

　　

病

　　

の

　

会

　

(TE0090-563ト1678牛田宅

愛

　

知

　

低

　

肺

　

機

　

能

　

グ

　

ル

　

ー

　

プ

　

(TEレFAX) 052-872-3559近藤宅

ベーチェット病友の会

　

愛知県支部

　

(TEL) 0564-74-1611　森田宅

つぼみの会愛知･岐阜愛知支部(１型糖尿病)

　

(Mail)h↑↑psソ/ｗｗｗ.aichi-丿u.iddm.Jp/問合せ

日本ALS協会愛知県支部(筋萎縮性側索硬化症)

　

(TEレFAX) 052-483-3050事務所

愛知県網膜色素変性症協会( JRPS愛知）

　

（TEL）090-7956-1070新井宅

口唇口蓋裂を考える会（たんぽぽ会）

　

（TEL）090-ﾜ048づ38ﾜ横田宅

東

　

海

　

脊

　

髄

　

小

　

脳

　

変

　

性

　

症

　

友

　

の

　

会

　

(TEL) 0564-45-4801松崎宅

もやの会（もやもや病の患者と家族の会）

　

(TEL) 052-895-4907奥田宅

愛知県脊柱靭帯骨化症患者･家族友の会（あおぞら会）

　

CTEL) 0564-3ト2848林宅

日本マルファン協会（マルファン症候群）

　

(TEL) 050-5532-6503大柄宅

プラダー・ウィリー症候群児・者親の会

「竹の子の会」西東海支部

　

（TEレFAX) 0562-84-0ﾜ50杉本宅

F a b r y　ＮＥＸＴ（ファブリー　ネクスト）

　　

(Mail)イo@fabry-nexにom

難

　

病

　

支

　

援

　

グ

　

ル

　

ー

　

プ

　　

Ｐ

　

Ａ

　

Ｔ

　

Ｈ

　　

CMail) solujunaom⑩gmail.com

（20団体

　

会員総数

　

約8,000名）

発行人:NPO法人愛知県難病団体連合会

発行所:名古屋市中村区本陣通5-6-1地域資源長屋なかむら101

電話052-485一6655
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